













(力 が 正 (斥 力 ) で あ る こ と.が 凝 集 性 の 好 い こ と を 示 し､ 2点 を
選 ぶ こ と が 剛 体 で あ る こ と に よ る不 定 性 を 除 く｡ )
こ の モ デ ル で strongest str･eSS neH ork の 存 在 が 確 認 で き′た｡
ま た､ stron,£est stress に は 2種 類 の も の が あ る こ と が わ か ったO
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3. 高圧力下におけるTe-Seの混合系の構造





















岸 場 清 悟
1次元Ginzburg-Landau方程式の包絡ソリトン厳密解 と初期値問題のカオス解との関係
を調べ､カオス状態のスペクトルを厳密ソリトン解の重ね合わせによって記述することを試
みる｡
厳密ソリトン解の相互作用の数値実験によれば､分散性が強い場合の厳密ソリトン解は､
非線形シュレーディンガー方程式のソリトン相互作用と定性的に近い振舞いを示す｡さらに
十分時間が経つと､変調不安定によって多数のソリトンが相互作用を繰り返す不規則なカオ
ス状態を示す｡それでも個々のパルス構造は､最低次近似では厳密ソリトン解と見なすこと
ができる｡ 散逸性が比較的強い場合のカオス状態についても同様に厳密解の重ね合わせで近
似できる｡
カオス状態のスペクトルを厳密解の重ね合わせで近似するのであるが､このとき重ね合わ
せの間隔と位相は､数値実験の結果から得られる局在構造のピーク間隔分希とピーク相互の
位相ずれの分布とを用いる｡
数倍実験結果のスペクトルは､低波数域のほぼ一定値をとる軍域と高波数域の指数関数的
に減少する領域とからなり､その境界は変調不安定波数に近い｡厳密ソリトン解を特定の間
隔分布 ･位相分布で重ね合わせて算出した理論スペクトルは､低波数域におけるスペクトル
の一定値を第0近似として満足する程度に説明し得る｡理論値と数値実験結果には､変調不
安定波数近傍で食い違いがあるが､これは理論値では一定波形のソリトンの重ね合わせを
取っていることによると考えられる｡細かいスケールの変動を何らかの形で取り入れるなら
ば､この領域での近似も改良されるものと期待される｡
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